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Figure 1. Photograph of a peanut worm
discovered on the bottom of the deep sea
of Toyama Bay. 
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星口（ほしくち）動物といわれるナガムシ状の動物に学名を与えたのは、Linne で小さな水管を意

味する（Sipunculus）とした。その後、この動物は幾多の変遷を経て、現在は、遺伝子等の知見から環

形動物に属することがわかっている。但し、環形動物のような体節性はまったく示さない。普段は、

人間社会とは無縁の動物で、わずかに、魚釣りの餌や南方の一地域で食用にされる程度である。日本

語のホシムシの意味は、口の周囲にある触手状突起が星の輝きに似ているという、ドイツ語の

Sterunwurmer の直訳である。ホシムシは種によっては、南京豆に細い柄がついたようにも見えること

か英名は peanut worm という。 
今回、平成 21 年度深海調査研究調査「ハイパードルフィン」調査潜航（NT09-16）において 9 月 11

日と 12 日の 37˚17.0’N 137˚40.0’E 及び 37˚02.6’N 137˚08.7’E の二回の潜航においてそれぞれ 1400 m お

よび 1500m の海底より、合計 3 個体のホシムシが採集された（Figure 1）。それらは長さで 12 cm、5 cm、

3cm 程度である。文献を調べると population の中心は潮干帯に多い動物であるが、ホシムシは世界中

の海の浅海から深海、並びに北極海・南極海に分布する。深海は約 5000 m から複数の記録があり、

極洋の種は北極と南極で共通種がある。 
今回の発見は、オオグチボヤを岩盤から引き剥がす時に、岩盤側に１個体が穿孔した状態で見つか

ったのがきっかけである。岩盤の割れ目の色からして明らかに還元的な環境で酸素は非常に少ないと

判断された。採集された直後には外皮を通して消化管が観察され、その色は、岩盤の色と同じであっ

たので、周りの泥を食べていると判断された。ホシムシは、還元環境下や硫化水素が多い土中では酸

素を必要としない嫌気呼吸をして ATP を得ている

ことがわかっている。したがって、この個体は浅海

から何らかの理由により偶然にそこに落ちてきたも

のではなく、そこで生活していた個体であると判断

される。もう 2 個体はクモヒトデ等と一緒に最後の

仕分けの段階で泥の中から発見された。その 3 個体

が同一種であるか否かは、現在、不明である。さら

に、その 3 個体すべてに長さ 0.5 mm 以下の白色の

所属不明の動物が多数付着しているのが見つかった。

内肛動物の可能性が高い。一方。最近は、ホシムシ

が環境の泥を食べ、中の成分を結果として濃縮して

しまう為、PCB やカドミウム等の環境汚染の指標動

物として注目されており、より積極的な利用が望ま

れている。


